
博物館学雑誌第 5 巻・第 l 号18-27ページ， 1980年 1 月

産業安全技術館における「安全技術情報
サービス・システム」について

The Industrial Safety Technical Meseum's 

.. Information Service System for the Science 

and Technology of Industrial Safety'" 

<主þ録>

利用者のいろいろな知的要求に応ずるため，博物館で

は常に資料の管理や提供の用意をしておく必要がある.

産業安全技術館では展示とともに，安全相談という形

での安全技術情報の提供を行っているが，より確実で迅

速なサービスを目差し，マイクロフィルム自動検索装置

を利用したシステム構成を行った. この技法は他の資料

管理にも応用できるものである.

1. はじめに

博物館の利用者はたいていいろいろな知的要求をもっ

てやってくる.一方，博物館では館の目的や性格に応じ

て，利用者の乙とを一応考え資料を収集し，整理して保

存し一部を展示する. しかし，見たいものがなかったり

知りたい乙とに対する答が得られないといくら所蔵資料

がたくさんあっても，展示方法や解説がうまくても，利

用者には満足してもらえない.博物館としては，いろい

ろな障害や制約があるとしても，出来る限り，いつでも

利用者の要求に応じられるよう資料の整備や情報提供の

ための用意をしておきたいものである.

産業安全技術館では，産業災害を防止する技術一一労

働者が職場で作業中に機械にまき込まれたり，ガス爆発

などによって被災する乙とを防ぐ方法一一よいう分野を

対象としている.災害防止技術は広く他の学術分野を基

礎として成り立つ総合的なものであり，設備や装置など
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ハード面の対策ばかりでなく教育や管理，規制などによ

るソフト面の対策がある.それら災害防止対策の多様性

と災害を展示として再現するのが難しい乙とや展示場の

スペース等の問題もある.それらを補い，利用者の要求

に対し，キメ細かく対応するため，開設以来安全に関す

る相談に応じて来た.

最近は，安全相談i乙寄せられる質問の内容が複雑にな

り，頻度も多くなった乙となどもあり，安全相談業務に

「情報管理J の考え方をとり入れ，組織的に対処する必

要にせまられた.

このたび，マイクロフィルム自動検索装置を導入し，

安全相談における「安全技術情報サービス・システム」

を構成し，正確で迅速な情報提供ができるようにしたの

で，その概要について紹介したい.

2. 安全技術情報サービス・システム

「安全技術情報サービス・システム」の概要は，図 1

のとおりである.

すなわち，職場での災害を防止するために役立つ技術

情報を収集し，分類，整理して，マイクロフィルムの形

で蓄積して，要求があった場合に検索して提供するシス

テムである.安全技術情報の性格などについては，色々

問題になると乙ろであるが，乙乙では，職場の災害防止

活動に有用な“乙とがら"とする.

収集する資料は，当面，産業安全研究所で受入れてい

原稿受理: 1979 年 12 月 12 日
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産業安全技術館における「安全技術情報サービス・システムJ についてく東海林〉

る各研究機関発行の研究論文あるいは安全資料や教育資

料などの文献，データ等である表 1 ) 

収集した乙れらの資料は，必要な部分を複写し，分

類・整理して，分類表iとより内容分析を行い，マイクロ

フィノレムの形に縮小記録して，マイクロファイノレとして

蓄積する.一方，検索用マーキングカードも作成し，マ

ーキングカードファイルとして蓄積する.普通 1 つの情

報(資料)ごとに. 1 枚のマーキンクーカードを作成する.

相談者から情報の要求があった場合，要求(質問)内

容を分析し，分類表 lとより質問式を構成する.それを用

いカードセレクターにより，マーキングカードファイ jレ 図 1

研究報告，学会論文，大学レポート，など
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イルの検討を行った.

表 1

の中から該当するカードを探索する.このカードにはマ

イクロフィルムの"番地"が記録されており，乙の"番

地"を手掛りに，マイクロフィルム検索装置により，該

当"コマ"をスクリーン上に写し出す. スクリ'ーン上の

情報が要求するものに合うものであり，コピーを必要と

する場合には，コピーされて出てくるようにしてある.

ユニ・y ト

①情報を単位ごとに独立した l 枚〈ま
たは数枚)に収録できる.

②肉眼で読めるタイトルや目録が記録
できるので，分類・取り出しに便利

③そのままの形でプリントが可能

④郵送に便利

⑤追加訂正が容易

マイクロフィルムの形態

Jレ
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3. マイクロフィルム検索装置

今回導入したマイクロフィ Jレム検索装置は，求める

"番地"があらかじめ分かっている場合だけでなく，情

報の内容や発行機関，資料の性質などからの検索が可能

であるという特長をもっているが，マイクロフィ jレム検

索装置の導入にあたり，システムの中心を構成する装置

となる当該機種について，その機能等については，慎重

に種々の検討を行った.

ロールとユニットの特長比較

③法的証拠能力あり

④フィルム製作は経済的

表 3
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(1) ファイルの構成

マイクロフィノレムの形態によって検索方式も違ってく

るので，乙のシステムで使用するのに適する形態のファ
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①フラッシュターゲッ卜方式〔グループごとターゲット〕
人聞が目で見て

②コマ番号方式 〔コマ番号〕
検索 間接検索

③ラインコード方式 〔ライ ν位置〕
(補助索引)

④イメージコントロール方式〔プリップカウント〕 機械的検索

⑤ミラコード方式 (2 進コード〕
自動検索

直接検索
⑥バーコード方式 ( 2 進コード〕 (自己索引)

表 4 検索方式の比較(ロール内の目的情報検索) 注，<別表 1>

その結果，ファイ jレの散逸やファイ jレの乱れがなく， コダック，オラクル・リトリーパノレ・ターミナノレ(以下

高頻度の検索を可能とするため，ロール状でカートリッ 「オラクノレJ という)だけである. (写真1)

ジタイフ。を使用した方が良いという乙とになった.

(2) 検索方式の比較

次に，ローノレ状で，カートリッジタイプのフィルムを

使用できる機械を中心に，市販されているマイクロフィ

ルム検索装置を検索方式で分類すると表 4 のようになる.

以上のほかに，検索精度やフィルム走行速度，価格な

どを検討した結果，情報内容の検索や書誌事項の検索が

可能で，ある程度関連の情報の通覧もできるという点を

考慮して，バーコード方式を彩用することになった.

(3) バーコード方式とオラクル

バーコード方式を使い，↑青報内容および書誌事項から

検索ができ，かっ対象とする課題に関連のある多くの情

報を通覧できる機構を備えているのは，コダック社製，

ー一-I 1I1 IIJJJ 
写真 2. 写し込まれたバーコード
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写真1. オラクル全景

マイクロフィルム検索装置に情報内容等からの検索機

能があるということは，大きなメリットがある.すなわ

ち，安全技術というのは，前述したように，広範囲の学

術分野が関連しており，特定の情報に関しても，関連の

周辺情報を必要とする場合が多く，このような場合の検

索にも利用できるからである.

バーコード検索方式は， 8 桁の数字コードを線の太さ

や間隔で表わすバーコードに変換して，マイクロフィル

ム各コマの下端に資料撮影と同時に写し込み(写真 2) , 

オラクノレに組み込まれた回路の働きで，ランダムに検索
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を行うものである s仕ial Safety Science and T ech nology. 以下 rCIS

バーコードは， 8 桁聞の相互関係を持たないため，複 TJ という》は，産業安全技術に関する情報を検索する

合検索はできない. ためのシステムにおいて，検索言語として用いる乙とを

なお，検索指示は，オラクノレの機能として処理される 目的に作成したものである.

ので，操作者は，キーボード上に数字コードで指示する (1) rc 1ST J の作成

だけでよい rCISTJ は， (財)日本科学技術振興財団で制定し

た「科学技術分類表」をもとに，必要な改変を加えて作

4. 産業安全技術分類表 成した新しい専門分類表である.考え方や構成は「科学
ここで「情報管理」について触れておきたい。 r情報 技術分類表J と同じである

管理」とは，必要なあらゆる情報を収集し，情報を組織 乙の分類表は， r事物またはその認識を整理し，体系

化(分類，整理)し，利用しやすいように加工(書誌， づけること J のうち，産業安全技術に関係のある“コ

索引，抄録等)し，適切な方法により蓄積し，情報を必 ト"または“認識"を整理するためのものであってモ

要とする人々に伝達し，利用に供する(資料の貸出し， ノ"の整理を目的としていない.すなわち，工場で機械

速報，展示，複写サービス等)乙とである。 ー 部品を仕分けして棚に収めたり，図書館で本を配架した

「情報」とは，ある問題について現に有用であるか， りするためのものでなく，あくまで“認識"を整理する

または有用となるかも知れないことの知的体系の全部な ためのものであるモノ"を整理しておけば，使うの

いし一部である.情報は本来抽象的存在であり，情報の に便利である生同様i乙 “認識"も整理しておけば，必

存在には，必ず媒体が必要である。文字，音声，映像い 要に応じてひき出して(検索して)多方面に利用できる

ずれかと結びつかなければ存在しない.そのうち，いち からである.

ばん便利に記録，伝達のできるのが文字である.情報が (2) rc I ST J の区分原理

活字になったものを文献あるいは資料と呼ぶ. したがっ rCIST J では，多くの区分原理《区分の際の目安と

て，情報というか資料というかの差は，その内容に関心 なる性質》を採用している.たとえば，原油は，石油産

があるか，または形態の方に関心があるかの差である. 業の原料であると同時に燃料でもある. したがって原油

情報検索の場合も，取り出したいものは“情報"であ は， rCIST J においては，天然原料の細分のひとつに

るが，資料の形態をとっている乙とが多い.そ乙で情報 属するとともに，エネ jレギー源の細分のなかにも含まれ

検索をその媒体に着目して照文献検索"あるいは“資料 る.乙のように，ひとつの分類表のなかで複数の分類対

検索"といったりする.文献検索は対象を文献のみiと限 象を見る観点を採用しであるので， UDC のような体系

った場合の検索技術であるが，一般に文字によって表現 分類法ではなく「多観点分類法」である.乙の分類法で

された文書の形の情報を取り扱う技術である. は，概念の内容分析にもとづき，概念を大から小へ段階

文献検索システムでは，収集された資料は，処理工程 的 iと細分を繰りして行う.したがって，下位概念は，上

に送られる.乙乙では，文献の内容を分析し，検索の対 位概念iζ拘束される.また，この分類表では，区分原理

象として探されるであろうと思われる主題を抽出する索 を併用(組み合せ)して用いる.たとえば，タンクロー

引作業が行われる. リーは，陸上運搬機器と石油・天然ガスを組み合せて表

索引作業は，まず文献の内容を吟味して主題を把握す 示する.

る過程=主題分析=があり，次iζ 乙れらを主題の中から (3) rc I ST J 大項目の構成

その検索システムとして必要な主題を認定する過程=主 rCIST J は使用上の便宜を考えて，他のすべての項

題抽出=があり，さらに主題をその検索システムにおい 自に係り合いをもっ，場所，時，質，量，単位などを最

て統一的に定められている索引語によって表現する過程 初 iとおしつぎに，産業安全に特有もしくは密接な問題

=索引選択=がある. を災害防止としておし以下，非生物科学，その応用技

乙乙で用いられる索引語は普通，分類記号，または自 術，生物 iと関する科学と技術，総合問題とし，最後にそ

然語が主として使用される.乙れらは分類表およびシソ の他とした.

ーラスによって厳密に統制されている. このような言語 非生物科学の応用である技術は，物質，エネノレギー，

の体系を検索言語という 情報，およびものに物理的処理をほど乙す技術ならびに

産業安全技術分類表 ((CIST: Classification of lrrlu 一 機器・設備・施設等のハードを含む大項目の順とした.
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ただし，保護具等産業安全と特に密接な関係のあるハー

ドは，災害防止の項目内においた. f その他J は今後

fCISTJ 実用の結果必要が生じ， 他の大項目で取り

扱うのが不適当な問題が発生する場合に用いるために設

けておく.

乙の方針により編成した f CI ST J の大項目は，つ

ぎのとおりである.

0 場所，時，時間，質，量，物理的諸条件，度量

衡・単位，規格・標準，検査・試験・検定，信頼

性

1. 災害防止

2. 自然科学(数学を含み，生物科学を除く)

3. 物質の技術

4. エネ Jレギーの技術

5. 情報の技術

6. 加工の技術，運搬の技術，貯蔵の技術

7. 生物科学の技術

8. 総合問題，科学技術の関連分野

9. その{也

fCISTJ では，表の簡単さを維持するため，すべ

てを同格の標数とし，補助標数を用いない.分類標数に

は，ひとつまたは複数のととばを対応させてある.乙の

乙とばを「項目語」という.これらは，それぞれの項目

の概念を示すものであって，同じ意味内容をあらわす同

義語で置き換えてもさしっかえない.たとえば， r;激突」

は「はげしくぶつかる」としても同じである.複数のこ

とばをひとつの分類標数に対応させてあるのは，分類項

目の概念をよりあきらかにするためである.

さらに，項目語のつぎに，いくつかのことばがあげら

れている場合(このことばを「関連語J という)もある.

「関連語」は，項目語の同義語や下位概念語であって，

項目語とともに，その分類項目の意味内容を間接に定義

するものである.

(4) 大項目の展開

各大項目は，つぎのような方針のもとに展開しである.

大項目 fOJ 場所，時，時間，質，量，物理的諸条件

度量衡・単位，規格・標準・基準，検査・

試験・検定，信頼性

他の各大項目に共通する問題を扱い，大項目 f1J

-f9 J に含まれる細項目と組み合せて用いる.

大項目 f 1 J 災害防止

災害防止の一般的問題や，災害現象，事故の型など

とともに環境の問題を扱う.

また災害防止の規制的対策，管理的対策，法令や職
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場の安全衛生管理体制およびもっぱら災害防止のた

めに用いる保護具や装置を扱う.

大項目 r 2 J 自然科学《数学を含み，生物科学技術を除

く》

すでに確立している科学技術分野を尊重するが，乙

れにとらわれ過ぎずに，最近の研究のすう勢をも配

慮する.技術的性格を備えた学術であってもこの項

目に属する乙とが適当であるものを含む.

大項目 f3J 物質の技術

主として，物質の化学変化を取り扱う技術を内容と

する.天然物から製品が作られるまでの経過にした

がって，資源の探索，採取，物質原料，製造，製品

物質に大別する.産業安全に関係、の深い，危険，有

害物とその防止技術の項目を設ける.

大項目 f4J エネルギーの技術

熱エネノレギー，電気エネルギ一等，物理学上の分類

にとらわれず，技術的観点に立って細分を行う.

大項目 f5 J 情報の技術

情報の技術の分類にあたっては，情報の形態や媒体

を扱い，次に単位処理および総合処理ならびに，情

報管理，コミュニケーションの項目を設ける.

大項目 f6 J 加工の技術，運搬の技術，貯蔵の技術

乙の大項目では，原則として，化学変化および生物

の関与する変化を除く，すべての物質に関する加工，

運搬，および貯蔵の技術を取り扱う

大項目 f 7 J 生物科学技術

乙の大項目では，産業安全に直接関係のある，人聞

に関する問題を先に，生物科学の基本的な事項，広

義の農業および人間以外の生物の問題を配列する.

大項目 f8 J 総合問題，科学技術の関連分野，職業や産業

をとりあげ細分し，生産管理と経営，経済の問題や

法律，学術，教育などの諸問題，および警察，防衛

を扱う.家庭における生活と技術をも扱う.

大項目 f9J その他

f1J-f8J までのいずれにも属させることも不

可能な問題が発生した場合に使用する乙ととし，当

面は細分を行わない.

上記の方針をもとに編成した結果，大項目c1ケタ)

の数は 10，中項目( 2 ケタ)の数は 71.小項目 (3 ケタ)

の数は 410，細項目 (4 ケタ)の数は 1 ， 817 である.

(5) インデクシングの例

情報の内容を標示するため，標数を付与する作業をイ

ンデクシングという.インデクシングにあたっては，ま

ず情報の内容を把握する.つぎに，内容に関する主題分
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析を行い，標数を指定する. ある.発注後 2 週間くらいして，オリジナ jレフィ Jレムと

rCISTJ を用いたインデクシングの例として，研 デュープしてマガジンに装填したマイクロフィルムが納

究課題だけを情報源として行ってみる. 品される.納品されたマイクロフィルムはマイクロファ

| 海中における生体への電撃危険性 | 一方，マーキングカードの作成も並行して行い，マー
キングカードフ.ァイルとして蓄積する.マーキングカー

まず，主題分析を行い「海中J r生体への電撃J を抽 ドは， 1 つの資料ごとに 1 枚作成する.

出し，それぞれに標数を与えるとつぎのようになる.

「海中」

02 水圏，海洋→ 021 海洋→ 0210 海洋《一般》

• 025 水上・水中→ 0250 水中

「生体への電撃」

11 災害現象→ 111/3 事故の型→.1125 感電

12 物理的環境→ 127 電気→ 1幻O 電気《一般》

74 傷害・疾病→ 743/4 外傷・損傷
→ 7445 電気の作用・感電

指定された標数は， 0210 , 0250 , 1125 , 1270 , 7445 の

5 個である.

5. オラクル用検索コード等の設計
オラクル導入の決定をみて，資料のマイクロ化作業を

はじめ，検索コード設計，カードセレクタ用カード(マ

ーキングカード)の設計などの検討を行った.

(1) 資料の処理作業

資料の処理作業手順は，図 2 のとおりである.

すなわち，先ず，安全技術情報の収集を行う.収集す

る資料は前述したとおりである. (表 1 参照)

次 i乙，その資料の受入を検討する.受入れ決定すると

資料に受付番号を与える.乙の受付番号はつの資料

に 1 個だけ与え，資料の"番地"として記録される.こ

れは，マイクロフィルムとマーキングカードとを結びつ

ける役目をもっている.

受付番号を与えた資料は「安全技術情報処理カード」

(表 5) に必要な書誌事項を記入するとともに，資料の内

容を「産業安全技術分類表 ((CIST)) J Iとより分析を行

い， 4 桁の標数を与える.

乙こまで処理された資料は，マイクロフィルム撮影及

びマーキングカード作成にまわされる.

マイクロフィルムの撮影は外注をしているので，マイ

クロ化前処理作業を行い発注する乙とになる.前処理作

業は「安全技術情報処理カード」により，コード化され

た受付番号，書誌事項および内容の標数などを検索コー

ドとして，資料の右下端に 8桁の数字を記入する乙とで

イルとして蓄積する.

;
 

=
グ
引
=

=--

=
キ
円
=

=
マ
ヵ
=

17付ロ化L-ピイ? D L-I I マイ?ロ才ド凶 11
.-， 1 フィ，レムr-JI 7 T イル l 

(外注)

2. fl 主þ(分

{マイクロ化的処煙作童)ー一マイクロフィルムーーー『

資料OJ~P~ ーキノグカートア入 + 
了ご?と.ーヲLTi27..Jtt???ft. 一!<.tt1マゴ乙タ三T~ 空白

''1:人のわ'I li: CISTICよる ーーー
内容分析

図 2 処理作業手順

(2) 検索コードの設計

オラクルは， 8 桁聞の相互関係を持たない検索コード

として，各コマ単位に 8桁のコードから検索が可能であ

ることは前にも述べた. r安全技術情報サービス・シス

テム J では，検索機としてカードセレクターを用い複合

検索を行うが，オラク Jレ自体にも検索機能があるので，

その機能を有効に利用するため，検索コードを検討した.

①書誌事項からの検索コード

多くの書誌事項のうち，乙のシステムでは，次の事項

から検索ができるようにした.

(イ) 受付年・番号

索コード)1 2 1 1 Ixlxlxlxlxl>q 
I受付番|

l 固定数F号を表| 年
l わす l 

番 口

写

受付

(ロ) 資料の性質

村資料の発行機関

索コード)/ 212IXI-lxlX1 
発行織関
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② 資料の内容からの検索コード

資料の内容からの検索には，前述したとおり，情報内

容を検索言語に変換するために，産業安全研究所で制定

した検索言語体系「産業安全技術分類表 ((CI ST)) J を

使用する.

索コード)1 31XトI-IXIXいくIXI

(3) カードセレクター用カード(マーキングカード)

の設計

「安全技術情報サービス・システム」では，前述のよ

うに，マイクロフィルム検索装置とカードセレクターと

を併用する乙とを基本的に考えている. 乙れは，オラク

ルでは複合検索ができないからである.

マーキングカードは，安全技術情報処理カードごとに

1 枚作成するが，次の観点から検索できるように設計を

行った.

① 資料の性質

② 発行機関，機関名音

③編著者名音

④ 使用言語

⑤ 発行年

@ 情報内容( 銈I ST J 標数)

以上の観点をそれぞれコード化を行い， 1 孔 1 意のレ

イアウトを行った.その結果は表 6 のとおりである.

(4) マガジン内ロールフィルムの構成

オラクノレでは.マガジンに装てんしたローノレフィルム

を使用するが，これをヘッダ一部(検索コード固定数

íOJ から始まる)と資料部(検索コード固定数 í2J

および í3J から始まる)とから構成し，それぞれ次の

ような割付を行った.なお，マガジン 1 本i乙収録できる

のは，最大 5，∞0 コマである. (表 7)

6. おわりに

以上，マイクロフィルム検索装置「オラク Jレ」の導入

と「安全技術情報サービス・システ，ム」の概要について

述べてきた. íオラクノレJ を用いたこの種のシステム構

成は当館が始めてのようであり，色々問題はあるが，今

後とも資料の収集iと全力をあげ，有用な資料の提供がで

きるようにしていきたい.

また， í情報管理J における情報の蓄積作業(資料の

収集や処理作業) Iとは，膨大な経費と労力を必要とする

わけであるが，乙のための予算の確保や人員の養成など

を計っていかなくてはならない.また íCISTJ の見直

しゃ「システム」の整備などにも力を入れていく必要が

あるだろう.

将来，産業安全技術館が災害防止の情報センターとし

て“安全のデータパング'の機能を備え，入館者の利用

のみならず，遠隔地の利用者に対するサービスを広く行

うための方法として，公衆回線を使用したファクシミリ

の利用の可能性，また，学術的な情報の要求や関連の周

辺の問題に関する要求に対処するため，情報の専門機関

である日本科学技術情報センターで行っている公衆回線

表 6 マーキングカード
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lモ ヘッダ一部

@ 

OOIOOOOX 002 3
 

n
H
U
 

O
 

004 005 006 001 008 009 

来 資料部

@ @ 

010 21XOOOO 1 22X一 XX-- 31--XXXX 3X一一XXXX 3Xーーxxxx 3XーーXXXX 3Xー -XXXX

@ 

21X00002 22X ーXXー- 31 一一XXXX 3X ーXXXX 3Xー一XXXX

凶1. 資料部は，資料 1 件ごとに， r安全技術情報処理カードJ が最初に来て本文等の資料が続く.それを繰り

返えし，全体として， 5，000 コマ近く収録される.

2. 資料部の下にふつである数字は，資料についての検索コードが各コマごとにバーコード化されているもの.

×は可変である.

表 1 マガジン内ロールフィルムの構成

を使用したオンライン情報検索サービス C J01 S) の利 4. 東海林菊夫 r安全技術情報サービス・システムJ

用の可能性をも考えて行きたいと思っている. におけるマイクロフィ lレム自動検索装置の導入に

最後に， rC1ST J 制定等にあたられるとともに種々 ついて，サイエンス ミュージアム Na. 2 ，

ど教示をいただいた東京農業大学 吉村典夫先生，シス (全科協)

テム構成やファイル構成などについてど教示をいただい 5. 東海林菊夫:安全技術情報の提供と分類表一一産業

た側外国文献社 中村重男氏に対し感謝するものである. 安全技術館の場合，安全 VOL 30 Na. 4 1979, 

(中央労働災害防止協会)

引用・参考文献 6. 東海林菊夫:資料の処理(ドキュメンテーションの

1.吉村典夫:博物館と図書館一一共通点と相違点，博 技術) ，博物館学講座 6

物館研究 昭 54.2. C 日博協) 資料の整理と保管， (雄山間出版)

2. 吉田勉:マイクロフィ lレムガイド C Cf:Ðマイクロ

写真協会)

3. タナック文献検索システム研究会編:文献検索(タ

ナック閥)
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安全技術情報処理カード

誌名(書名)I I I I I I I I I I I I I I 
さ亡コ3" 

NO 

表題

資料の性質 発行年 使用言語

1011 12131415161ァ18191 11191 1 fJlﾐ] ~日ill英[g1独@Hム@露|
~中lliJ蘭171 lij 19同|

機関
白gl I I I I I I I I I I I I I ! I I I 1 

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 
編著者名

---ー・・-- ------・・ -------・ --------------ー. ------..陣 .・・・・・・・ --申・---- -・・・ 4陣--- ー-----・. -----・・ー -・----・h ・ -ー-----・ -・・ 4・---- -・ー・・--ー -・・・・・・ー .-------ーー------

-・---・・・ --_.ー.・ー -・・・・・ a ・ ---------ー------
.-._----.--_.<・・. --・・・・-- ーー.・・・・・ ----------ー・・・ 4・， -------ー .._----・ ーーー----- -・ー-ー--- -・・・・--- .------ー .------. 

内容(CIST標数

r----:-----:-----:----T---:-----[-----;----"]""---;-----;-----;----"]""---;-----;-----[----T---;-----;----T---T---;-----r-----;----T--T----;----"j""--� 
日 9 '0 't '2 '3 '4 
r---i----:---i----r--i---i-----f---T---r---f----i----r--T-----j-----f----r---f----r---f----T---r---f---T---r-T---r--:----, 

MEMO 

表 5. 安全技術情報処理カード

26 

ー.---.申， ------.-----・・，

----------.------...-・ー

マガジンNO

--・・・ --・・ー -----
--------.ー-.-----.<・---・・・

，目-・-ー-・-ーーーーーーーーーーーー・・・・・ーーーーーーーーーーーーーー・



産業安全技術館における「安全技術術情報サービス・システム」についてく東海林〉

〔注)
① フラッシュターゲット方式
撮影する書類のグループごとにフラッシュ・ターゲッ

ト(目だちやすい模様と各々の区分番号を入れたもの)を
数枚ずつ撮影する。書類を探し出す時， リーダーにプイ

ノレムをかけて高速で送ると画像は流れて読めないが，こ

のフラッシュ・ターゲットが3ffi った時一瞬閃光(フラッ
シュ)があったように感じ，区分を知ることができる。

白血同・・・・・・・・・・② コマ番号方式

書類に一連番号または特定の番号を記入し，書類を探
し出す時は，この番号をたよりにしていく。

11圃|園田園田園田園田園圃
③ ラインコード方式

書類撮影の際，画像と画像の問{こ生じるフィルムの空

間を利用して索引のための線を写し込んでおき，書類を

探し出す時は， リーダーのスクリーンの端に取り付けた
スケーノレにその線を合わせることにより，早く求める書
類に近づける。実際にフィルムを高速で送・ると，これら

の短い線が残像として限:こ残り本のつながりのある
線として見える。この線は 3 本まで入り，それぞれの線
を千単位，百単位，十単位として索引できる。

-・・・・・・・・-・

L スクリーン二 1--での探求方法)

④ イメージコントロール方式
書類撮影時，各画像の下側に計数マークも同時に写し
込み，現像処理後このフィルムを独特のマガジンに収め

る。書類を探し出す時はリーダーの装填位置へマガジン
を挿入し，付属品のキーボードへ三マ番号を置数するだ

27 

けでフィルムは自動的に送られ，光電管でフィノレム上の
計数マークを計数することにより，求める書類のところ

で自動的に停止させる。同一マガジン内に更に求める画
像が入っている場合，そのまま次にそのコマ番号を置数

すれば，同様に自動的に選び出せる。使用の終ったフィ

ノレムは，また自動的にマガジン内へ戻せる。この方式で

はリーダーとして専用の機械を必要とする。

••••••••••••• ⑤ ミラコード方式
ミラコードとは Microfilm Information Retrieval 

Acce~s CODE の略語で，その機能はいわゆるドキュ

メントを撮影すると同時にその内容を記述するコードも

写し込んでおく乙とにより， リーダーに組み込まれたロ

ジック回路の働きでランダム・アクセスできるというも

のである。つまり，情報の分類ゴードまたはキーワード

を 2 進法コードで表現し，透・不透明の長方形のコード・
パターンを使用する。 1 カラムのコードは14個のピット

からなっており. 12個のデータ・ピットによって 3 桁の
数字を表す。 (3 余りヲード) 13番目のピットはユーテ

ィリィティ・ぎット. 14番目のピットはパリティ・ピッ
トとして使用する。従って，ほとんどの情報について分
類ゴードまたはキーワードのゴード化がフィルム上に施
せるわけである。この方式では INPUT ・ OUTPUT

共に専用機械を必要とする。

⑥ バーコード方式

ドキュメシトを撮影すると共に検索用コードを写し込

んでおき， リーダーに組み込まれた回路の働きでラシダ

1 ム l乙検索できる。分類コード

一一 , を 2 進法コード化し，線の太
さや間隔(バーコード)として

表現する。 1 つのコマに最大

8 桁のコード化が可能である

i圃圃
が，各桁聞の相互関係、がない

首 白 書巴lIIiïI血a 旬、、働、少ので，複合検索はできない。

一一一一一一一一ーとバピ.; INPUT ・ OUTPUT 共に専
ぷォ毛ギ 7ご用機を必要とする。
値晶幽幽11111111 二^':~I橿It
(クスダ事務機腕FMテキスト No.2より引用〉


